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研究成果の概要（和文）：  今日の学習者は、文字のみで書かれたテクストを越え、絵や写真、図といった視覚的テク
ストから意味を構築する必要に日々接している。そこで本研究では、こういった状況の中で必要とされる視覚的リテラ
シーを、義務教育期間に母語教育において育成するために有効な教材や発問、また学習の枠組みについて整理・開発・
提示した。
　また紙媒体と画面上での意味構築の違いについて、その研究の第一人者であるレン・アンズワース氏や、国立近代美
術館の一條彰子氏を招聘して国際シンポジウムを開催し、異なる媒体における視覚的テクストからの意味構築の違いに
ついて、議論を行って成果を公開した。

研究成果の概要（英文）： In an advanced information society, texts that learners read and write are 
structured not only by characters but also by images. Therefore this research has focused on a meaning 
making process from image texts and multimodal texts.
 In conventional researches, most of the examples they presented are Western texts, however different 
languages have different cultures and visual design grammars. This means visual languages are not 
transparent and universally understood, but culturally specific. Therefore this research examined Western 
visual languages and made them reorder for Japanese teachers and students. In addition we held an 
International Symposium on Multimodal Literacy Education, and discussed on useful methods for teaching 
them.
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１．研究開始当初の背景 
高度情報化社会と称された研究開始当初、

学習者を取り巻くテクスト環境は変化を遂
げていた。その中でも、学習者が文字のみに
よって構成されるテクストだけではなく、絵
や写真、図といった視覚的なテクストからも、
意味を構築できるようにする学習は、益々重
要になってきていた。 
また、こういった分野における主な先行研

究は、英語圏のものが多く、分析例として提
示されているテクストも英語圏のものが主
となっていた。しかし、視覚言語や視覚の文
法と言われるものの中には、文化や地域性を
反映したものも多く、また特に言語を介して
意味構築する場合には、言語の特異性を考慮
する必要のあるものも多い。  
したがって、日本の学習者が学びやすいよ

うな、視覚の文法やそれらの活用を含んだ視
覚的リテラシーの学習内容を、再整理して提
示する研究が必要とされていた。 
 
２．研究の目的 
 上述のような背景を受けて、本研究では日
本の義務教育期間における学習者が学びや
すいような教材や、視覚の文法における枠組
みの再整理を行うことを研究の目的に据え
た。また、これらの枠組みの活用を含んだ視
覚的リテラシーの学習内容を、国語科の授業
で用いることができるよう、この種の学習に
有効な教材や発問の開発・整理を目的として
設定した。 
 
３．研究の方法 
上記の目的のため、以下のような方法を以

下のようなスケジュールで計画し、実行した。
（１）本研究の関連文献を、英語圏の先行研   
究を中心に収集した。またそれらの文献を 
購読しながら、日本の国語科学習で活用で 
きそうな観点や枠組みを拾い出し整理し 
た。 

（２）上記の整理の中から、英語と日本語と
で、あるいは欧米と日本とで異なる文化的
背景を反映していると考えられる観点を
抽出し、それらを日本の学習者が使いやす
いように修正・整理した。 

 
（３）（２）で整理した観点や枠組みを、日
本の学習者が学習しやすい教材テクスト
を選定・整理した。 

 
（４）（３）で選定した教材テクストに合わ
せて、（２）の観点や枠組みを学習できる
ような発問や指示を開発した。 

 
（５）（４）で開発した発問や指示を、実際
の小学生、中学生に使用してもらい、分か
りづらい点や、理解しにくい発問・指示を
修正した。 

 
（６）（１）～（５）を整理して、全国大学

国語教育学会で発表し、参加者から批評を
仰いで、それを基に発問や指示、選定教材
を修正した。 

 
（７）（６）の成果を、国語教育史学会誌に
論文投稿した（採択、印刷中）。 

 
４．研究成果 
 本研究の成果は、３でも述べたように、全
国大学国語教育学会での発表や論文投稿、国
語教育史学会誌への論文投稿という形でも、
その知見を公開したが、本研究の最終年度に
は、国際シンポジウムを開催して、幼稚園教
諭や保育士、小学校や中学校教諭、あるいは
高等教育機関の教員、一般市民と広く広報を
行い、研究の成果を公開した。 
 研究成果の要点は、以下の通りである。 
 
（１）英語圏の先行研究で言及されている 

視覚的リテラシーの観点や枠組みの内、日
本と異なる観点を数点見出すことができ
た。例えば、テクスト内における時間の推
移を表象する枠組みや、空間的な上下の意
味に関する表象等である。これらは、舞台
芸術の歴史やキリスト教を背景として構
築されてきたため、それらの意味が色濃く
反映されていることもわかった。 
 

（２）視覚的テクストに表象されている人物
や動物の属性を検討するために、本研究で
は選択体系機能理論を援用したが、そのこ
とによって、属性を３種類の観点から整理
して構築できることがわかった。 

  またこのことによって、個人的な性格や 
 人物像だけでなく、社会的属性や社会的に
属するグループについても、造形していく
学習の道を開くことができた。 

 
（３）この種の学習には、絵本や広告から多
くの有効な教材を選定することができる
ことがわかった。理由は、絵や写真、図の
配置や、それらと言葉との組み合わせ方が、
試験的な新たな配置や組み合わせ方が多
いからであると考えられる。こういった教
材を積極的に活用することによって、既習
の知識を活用し、それら新たな配置や組み
合わせの意味を読み解く学習法も開発へ
の道が開けた。 

 
（４）本研究の成果を国語科の学習といった
観点から整理してみた時、視覚の文法や視
覚的比喩、さらには間テクスト性といった
枠組みにおいて、言語の文法や言葉から成
るテクストとの類似性、あるいは学習の接
続性を見出すことができた。間テクスト性
とは、テクストと他のテクストとのつなが
りから意味を構築する枠組みである。言葉
から成るテクストにおける端的な例とし
ては、引用を挙げることができる。 

 



（５）視覚的なテクストから意味を構築する
際には、描かれている対象からだけでなく、
その対象の向きや、対象に付随する手足や
部品の傾きや方向からも、意味を構築し言
語化できることがわかった。 

 
（６）視覚的なテクストから意味を構築する
際には、描かれている対象からだけでなく、
その対象と他の対象との距離や、向きから
も意味を構築することができることがわ
かった。 

 
（７）視覚的なテクストから意味を構築する
際には、描かれている対象からだけでなく、
その対象と読み手との位置関係や、双方の
視線の関係によっても、異なる意味が構築
できることがわかった。 

 
（８）視覚的なテクストから意味を構築する
際には、描かれている対象からだけでなく、
その対象が選択される過程を考察できる、
システムネットワークと呼ばれる、下図の
ような選択体系機能理論における作図法
が、有効であることがわかった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上図の作図によって、選択されなかったテ
クストの要素や、テクストと読み手との関
係の意味構築が可能となることがわかっ
た。 
 

（９）今後の課題としては、本研究で得た知
見や、それに基づいた発問や指示、あるい
は教材を、学年や他教科との学習状況を考
慮して配列や組み合わせるための枠組み
を整理したい。 
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